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Abstract
Regarding South Korean Christian Churches in Japan, their methods of missionary
work have attracted attention, and “discipleship training” has been cited/praised as
a reason why these churches have enjoyed great influence in Japan. But there are
also fears that training may be a reason for cultlike appearance of these churches.
In this paper, by making a comparative analysis of the “discipleship training” texts
of two South Korean Christian Churches, Sarang and Yohan Church, I would like
to show clearly what elements of “discipleship training” contribute to the cultlike
appearance of these churches.






































































































































































































































































教会論 ２９ 第４の門 聖書 聖書論 ２３




























































































































































































































た使われ方をする。M. L. Tobias & J. Lalich, “Captive Hearts, Captive Minds”, Hunter House,
1994. p. 18f. （２）「カルト映画」といった用例（『広辞苑』）に代表されるような，少数の熱
狂的なファンによって支持されている文化現象を指す。（３）オウム真理教に代表されるよう
な組織的犯罪を犯した反社会的宗教団体。しかし，現実の「カルト」現象においては，こ
恵泉女学園大学紀要 第２５号
－ 34 －
れら３つの要素が入り混じっており，明確な線引きは困難である。
２５）『１２の門・基礎』p.１１７
２６）ibid. p.１２１
２７）金圭東『主は荒れ野で働かれる』ヨハン出版社 ２００５年，p.１５７
２８）ibid. p.１５９
２９）ibid. p.１５９
３０）ibid. p.１６０
３１）ibid. p.３１８
３２）体罰を禁じた学校教育法第１１条における「体罰」の具体的な内容については文科省通知「問
題行動を起こす児童生徒に対する指導について」（１８文科初第１０１９号平成１９年２月５日）に
おいて，次のように規定されている。「教員等は，児童生徒への指導に当たり，いかなる場
合においても，身体に対する侵害（殴る，蹴る等），肉体的苦痛を与える懲戒（正座・直立
等特定の姿勢を長時間保持させる等）である体罰を行ってはならない。体罰による指導に
より正常な倫理観を養うことはできず，むしろ児童生徒に力による解決への志向を助長さ
せ，いじめや暴力行為などの土壌を生む恐れがあるからである。」
３３）『１２の門・訓練』p.１６
３４）ibid., p.２８
３５）金圭東『主は荒れ野で働かれる』p.２４１
３６）ibid., p.３１９
３７）ibid., p.２３３ff.
３８）ibid., p.１９０
３９）金圭東は，これらのサークル名を「一年ごとに名前を変えて登録したり」することにより，
大学キャンパス内での伝道活動に戦略的に使用していることを認めている。ibid., p.１５０－
１５１
４０）サラン教会の玉漢欽は，近著において「何人集まるかに神経を使うのをやめよう。」「量的
成長を狙っての弟子訓練なら，いっそ始めることもするな」と述べて，「乗法繁殖」のよう
な信者数の増加に重点を置いた「弟子訓練」に警鐘を発している。玉漢欽『これが牧会の
本質だ』国際弟子訓練院２００９年，p.８２，１０７
韓国系キリスト教会の「弟子訓練」についての批判的考察
－ 35 －
